
胃の痛み・もたれに

胃　腸　薬

使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。
また、必要な時に読めるよう大切に保管してください。

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）
1.本剤を服用している間は、次の医薬品を服用しないこと
胃腸鎮痛鎮痙薬

2.授乳中の人は本剤を服用しないか、本剤を服用する場合は授乳を避けること
（母乳に移行して、乳児の脈が速くなることがある。）

1.次の人は、服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
(1)医師の治療を受けている人。
(2)妊婦又は妊娠していると思われる人。
(3)高齢者。
(4)薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人。
(5)次の症状のある人。

排尿困難
(6)次の診断を受けた人。

心臓病、緑内障、甲状腺機能障害
2.服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

3.服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症状の持続又は増強が見られた
場合には、服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
口のかわき、便秘、下痢

母乳が出にくくなることがある。

その他の注意

相談すること

してはいけないこと

〔特　徴〕
¡胃腸薬エースプラスは、胃腸の不快な症状にすぐれた効果を発揮するよう
に、それぞれの有効成分を配合した飲みやすい細粒状の複合胃腸薬です。

¡４種類の制酸成分の組み合わせにより、胃痛や胸やけなどの過酸症状を
改善します。

¡胃腸機能を調整するカルニチン塩化物をはじめ、５種類の生薬が弱った
胃の働きを高め、胃部膨満感、胃もたれ等に効果をしめします。
また、アカメガシワ末が乱れた腸の働きを整えます。

¡でんぷん、たんぱく質、脂肪それぞれの消化酵素を配合しています。
¡胃粘膜修復剤が荒れた胃粘膜の修復を助けます。
¡アルミニウムを含まない制酸剤を配合しています。（アルミニウムフリー）

使用上の注意

第２類医薬品

コン　アカ

関係部位 症　　　状

皮　ふ 発疹・発赤、かゆみ
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製造販売元

〔効能・効果〕
胃酸過多、胸やけ、胃部不快感、胃部・腹部膨満感、もたれ（胃もたれ）、胃重、胸つかえ、
げっぷ（おくび）、はきけ（むかつき、胃のむかつき、二日酔・悪酔のむかつき、嘔気、悪心）、嘔吐、
食べ過ぎ（過食）、飲み過ぎ（過飲）、胃痛、食欲不振（食欲減退）、消化不良、胃弱、消化促進

〔用法・用量〕
次の量を食後に、水又はお湯で服用すること。

〈用法・用量に関連する注意〉
(1)小児に服用させる場合には、保護者の指導監督のもとに服用させること。
(2)用法・用量を厳守すること。

〔成分・分量〕成人１日量３包（1.4g×３包）中

添加物として、センブリ末、グリチルリチン酸、ハッカ油、r-メントール、D-マンニトール、
ケイ酸カルシウム、ヒドロキシプロピルセルロース、バレイショデンプン、デキストリンを含有する。

〔保管及び取扱い上の注意〕
(1)直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に保管すること。
(2)小児の手の届かない所に保管すること。
(3)他の容器に入れかえないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）
(4)配置期限を過ぎた製品は服用しないこと。
(5)１包を分割して服用した残りは、袋の口を折り返して保管し、２日以内
に服用すること。

〔包　装〕
１包1.4g 20包入り

６６GＮ

コン　アカ

本剤を服用されて、変わった症状があらわれるなど、何かお気づきの点がございましたら、下記にご連絡
頂きますようお願い申し上げます。
ダイト株式会社　安全管理室　お客様相談係
〒101-0047　東京都千代田区内神田3-6-2アーバンネット神田ビル　電話（03）5294-7147
受付時間：9：00～17：00（土、日、祝日を除く）

年齢 １回量 １日服用回数
15歳以上（成人） １包

３回
11歳～14歳 2／3包
８歳～10歳 1／2包
５歳～７歳 1／3包
５歳未満 服用しないこと

成　　　分 分　量 は　た　ら　き
炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 800㎎

過剰な胃酸をすばやく中和し、胃痛、胸やけ、むかつきなど
の胃の不快な症状を改善します。沈 降 炭 酸 カ ル シ ウ ム 800㎎

炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 500㎎
ロ ー ト エ キ ス ３ 倍 散 90㎎ 胃酸の分泌を抑え、痛みを和らげます。
ケ イ ヒ 末 300㎎

生薬特有の味と香りにより、胃腸の働きを活発にし、食欲不
振、消化不良、飲み過ぎによる不快な症状を改善します。

チ ョ ウ ジ 末 50㎎
ゲ ン チ ア ナ 末 50㎎
ガ ジ ュ ツ 末 50㎎
ニ ン ジ ン 末 100㎎
カ ル ニ チ ン 塩 化 物 200㎎ 胃腸の働きを活発にします。
ビ オ ヂ ア ス タ ー ゼ 60㎎

でんぷん、たんぱく質、脂肪の三大栄養素の消化を助けます。プ ロ ザ イ ム 20㎎
リ パ ー ゼ A P 6 60㎎
ア カ メ ガ シ ワ 末 300㎎ 乱れた腸の働きを整えます。
銅クロロフィリンナトリウム 45㎎ 荒れた胃粘膜の修復を助けます。
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胃のもたれ・むかつき・痛みに

胃　腸　薬

使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。
また、必要な時に読めるよう大切に保管してください。

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）
1.本剤を服用している間は、次の医薬品を服用しないこと
胃腸鎮痛鎮痙薬

2.授乳中の人は本剤を服用しないか、本剤を服用する場合は授乳を避けること
（母乳に移行して、乳児の脈が速くなることがある。）

1.次の人は、服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
(1)医師の治療を受けている人。
(2)妊婦又は妊娠していると思われる人。
(3)高齢者。
(4)薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人。
(5)次の症状のある人。

排尿困難
(6)次の診断を受けた人。

心臓病、緑内障、甲状腺機能障害
2.服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

3.服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症状の持続又は増強が見られ
た場合には、服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
口のかわき、便秘、下痢

母乳が出にくくなることがある。

その他の注意

相談すること

してはいけないこと

〔特　徴〕
¡胃腸薬エースプラスは、胃腸の不快な症状にすぐれた効果を発揮するよ
うに、それぞれの有効成分を配合した飲みやすい細粒状の複合胃腸薬です。

¡４種類の制酸成分の組み合わせにより、胃痛や胸やけなどの過酸症状を
改善します。

¡胃腸機能を調整するカルニチン塩化物をはじめ、５種類の生薬が弱った
胃の働きを高め、胃部膨満感、胃もたれ等に効果をしめします。
また、アカメガシワ末が乱れた腸の働きを整えます。

¡でんぷん、たんぱく質、脂肪それぞれの消化酵素を配合しています。
¡胃粘膜修復剤が荒れた胃粘膜の修復を助けます。
¡アルミニウムを含まない制酸剤を配合しています。（アルミニウムフリー）

使用上の注意

第２類医薬品

スミ　アカ

関係部位 症　　　状

皮　ふ 発疹・発赤、かゆみ
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富山県富山市八日町326番地
製造販売元

〔効能・効果〕
胃酸過多、胸やけ、胃部不快感、胃部・腹部膨満感、もたれ（胃もたれ）、胃重、胸つかえ、
げっぷ（おくび）、はきけ（むかつき、胃のむかつき、二日酔・悪酔のむかつき、嘔気、悪心）、嘔吐、
食べ過ぎ（過食）、飲み過ぎ（過飲）、胃痛、食欲不振（食欲減退）、消化不良、胃弱、消化促進

〔用法・用量〕
次の量を食後に、水又はお湯で服用すること。

〈用法・用量に関連する注意〉
(1)小児に服用させる場合には、保護者の指導監督のもとに服用させること。
(2)用法・用量を厳守すること。

〔成分・分量〕
成人１日量３包（1.4g×３包）中

添加物として、センブリ末、グリチルリチン酸、ハッカ油、r-メントール、D-マンニトール、
ケイ酸カルシウム、ヒドロキシプロピルセルロース、バレイショデンプン、デキストリンを含有する。

〔保管及び取扱い上の注意〕
(1)直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に保管すること。
(2)小児の手の届かない所に保管すること。
(3)他の容器に入れかえないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）
(4)配置期限を過ぎた製品は服用しないこと。
(5)１包を分割して服用した残りは、袋の口を折り返して保管し、２日以
内に服用すること。

〔包　装〕
１包1.4g 16包入り

1

５４ＩＮ

本剤を服用されて、変わった症状があらわれるなど、何かお気づきの点がございましたら、下記にご連
絡頂きますようお願い申し上げます。
ダイト株式会社　安全管理室　お客様相談係
〒101-0047　東京都千代田区内神田3-6-2アーバンネット神田ビル　電話（03）5294-7147
受付時間：9：00～17：00（土、日、祝日を除く）

スミ　アカ

成　　　分 分　量 は　た　ら　き
炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 800mg

過剰な胃酸をすばやく中和し、胃痛、胸やけ、むかつきな
どの胃の不快な症状を改善します。沈 降 炭 酸 カ ル シ ウ ム 800mg

炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 500mg
ロ ー ト エ キ ス ３ 倍 散 90mg 胃酸の分泌を抑え、痛みを和らげます。
ケ イ ヒ 末 300mg

生薬特有の味と香りにより、胃腸の働きを活発にし、食欲
不振、消化不良、飲み過ぎによる不快な症状を改善します。

チ ョ ウ ジ 末 50mg
ゲ ン チ ア ナ 末 50mg
ガ ジ ュ ツ 末 50mg
ニ ン ジ ン 末 100mg
カ ル ニ チ ン 塩 化 物 200mg 胃腸の働きを活発にします。
ビ オ ヂ ア ス タ ー ゼ 60mg

でんぷん、たんぱく質、脂肪の三大栄養素の消化を助けま
す。プ ロ ザ イ ム 20mg

リ パ ー ゼ A P 6 60mg
ア カ メ ガ シ ワ 末 300mg 乱れた腸の働きを整えます。
銅クロロフィリンナトリウム 45mg 荒れた胃粘膜の修復を助けます。

年齢 １回量 １日服用回数

15歳以上（成人） １包

３回
11歳～14歳 2／3包

８歳～10歳 1／2包

５歳～７歳 1／3包

５歳未満 服用しないこと
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